
 

グループ名 Team くりっこ 

研究テーマ 
未来に向かい,共に生きる力を持つ児童の育成を目指して 

～図書館教育・食育・異文化理解教育・環境緑化教育の共同研究を通して～ 

分   野 

図書館教育,食育,異文化理解教育,環境緑化教育,学校組織,共同研究,同僚性

の構築外国語教育 小中連携 

(対象校種) 小学校 

(対象教科) 国語・家庭科・外国語・総合的な学習の時間 

研究のねらい 

栗生小学校の「食育」,「読書教育」,「異文化理解教育」,「環境教育」それ

ぞれの教育を担当する栄養教諭，給食主任，司書教諭，学校図書館事務員，外国

語専科教員，ALT,環境教育担当，総合的な学習の時間担当が，それぞれの強み，

専門知識，指導技術等をコラボレーション（共同作業・研究）をすることで，学

校教育目標をより具現化できるのではないか。 

研究・活動の概要 

【研究の概要】 

図書館教育を軸に,自校給食を生かした食育と外国語専科教員配置を生かした異文化理解教

育,そして学校ビオトープを生かした環境緑化教育の４つの教育に関わる教職員が連携し「それ

ぞれの強み，専門知識，指導技術等をコラボレーション（共同作業・研究）することで，学校教

育目標をより具現化できるのではないか」という仮説のもと実践を行い,学校教育目標の具現化

に向けて共同研究に取り組んだ。 

【実践内容の具体】 

・栄養教諭，学校図書館事務員のティームティーチングによる絵本「そらまめくんのベッド 

を題材とした食育授業の実施 

・仙台市立図書館との連携による学校給食紹介 

成果と課題 

【成果】 

・学校給食への関心が高まり，バランスよく残さず食べようとする児童が増えた。 

・共同研究を行うことにより，同僚性の構築がなされ，ならびに教育活動における各教員の持つ

専門的知識や指導技術がより高まった。 

【課題】 

・教育課題は多岐に渡ることから，実践には，本研究の４教育分野に限らない連携が必要と感じ

た。 

構成員( 10 )名 

氏 名 所属・職名 氏 名 所属・職名 

(代表) 國井 あつ子 

    千代窪 美紀 

    近内 知佐子 

    越後 久美子 

    佐藤 晃子 

 

栗生小学校・主幹教諭 

栗生小学校・学校図書事務員 

栗生小学校・学校図書事務員 

栗生小学校・栄養教諭 

栗生小学校・教諭 

永山 亜美香 

   木村 悦子 

   佐々木 考司 

   相原 友奈 

  Andrew Saitoh 

栗生小学校・教諭 

栗生小学校・教諭 

栗生小学校・教諭 

栗生小学校・教諭 

広陵中学校・ALT 

 


